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(57)【要約】
【課題】金属やシリコン、合成高分子などからなる針状物体は穿刺時に万が一皮膚内に残
存した場合に危険性を伴うため、代替物として注目されている多糖類などの天然物由来の
高分子からなる針状物体を提供することにある。多くの天然多糖類は水溶性であり、成形
後に吸湿による変形、長期保存の場合の劣化、水性薬剤が塗布出来ない、におい等の問題
があり、耐水性を向上させる製造方法を提供する。
【解決手段】分子構造内にカルボキシル基および、またはアミノ基を持つ天然物由来の多
糖類は多くの場合、塩を形成して水に溶解する。そこで乾燥固化した成形体を、酸または
アルカリを含む水もしくは、水を少量含む親水性有機溶媒に浸漬して脱塩して耐水性を持
たせてなることを特徴とする針状物体とその製造方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
微細な針で皮膚を穿刺する針状物体であって、
基板と、
前記基板上に、複数配列された針状部分と、を備え、
少なくとも前記針状部分は、分子構造内にカルボキシル基および／またはアミノ基を持つ
多糖類を含むことを特徴とする針状物体。
【請求項２】
前記多糖類はキトサン、アルギン酸、多糖類酸化体、およびその誘導体を含む群より選ば
れた少なくとも一つ以上の物質を含むことを特徴とする請求項１に記載の針状物体。
【請求項３】
前記キトサン、アルギン酸、多糖類酸化体、およびその誘導体の塩を含む群より選ばれた
少なくとも一つ以上の物質のカルボキシル基の９０％以上がCOOH型および／またはアミノ
基の９０％以上がNH2型であることを特徴とする請求項１または２に記載の針状物体。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載の針状物体の製造方法であって、
前記多糖類を、水を含む溶媒に溶解させて多糖類溶液を作製する多糖類溶解段階と、
前記針状部分と同形状の凹部を有する凹型に前記多糖類溶液を流し込み、さらに乾燥固化
する成形段階と、
前記多糖類溶液が固化した多糖類成形体を前記凹型から剥離する剥離段階と、
剥離した多糖類成形体を水含有親水性有機溶媒で脱塩する脱塩段階と、
を有することを特徴とする針状物体の製造方法。
【請求項５】
請求項１～３のいずれかに記載の針状物体の製造方法であって、
前記多糖類を、水を含む溶媒に溶解させて多糖類溶液を作製する多糖類溶解段階と、
所定形状の容器に所定量の前記多糖類溶液を注入する多糖類溶液注入段階と
前記容器に注入された前記多糖類溶液の表面に、複数配列された針状突起を有する凸型を
いったん押し当てた後に垂直に引き上げた状態で乾燥固化する成形段階と、
前記多糖類溶液が固化した多糖類成形体の針状部分の先端部分を切断して、前記凸型の針
状突起から分離する分離段階と、
分離した多糖類成形体を水含有親水性有機溶媒で脱塩する脱塩段階と、
を有することを特徴とする針状物体の製造方法。
【請求項６】
前記脱塩工程において、酸またはアルカリを含む水含有親水性有機溶媒で脱塩することを
特徴とする請求項４または５のいずれかに記載の針状物体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、分子構造内にカルボキシル基やアミノ基を持つ天然物由来の多糖類を含む針状
物体、およびその製造方法に関するものであり、成形後の吸湿による変形や変質を抑制す
ることが可能な針状物体、およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
針状物体とは痛みを伴わない微細な注射針であり、これまでの経皮吸収では難しかった薬
剤の投与も可能になり、治療の幅が大きく広がるため医療分野等において非常に注目され
ている。また、針の先端部が毛細血管や神経まで到達しないように設計することで、使用
時に出血や痛みを伴わないようにすることが提案されている（特許文献１）。
【０００３】
剛性に優れる金属やシリコン等、また靭性に優れる合成高分子等を用いた針状物体が開発
されているが、表皮に直接穿刺するため、万が一皮膚内に残存した場合には危険性を伴う
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。そのため皮膚内に残存した際に、速やかに分解されるよう、針や基材の部分には生分解
性材料の利用が好まれる。
【０００４】
分子構造内にカルボキシル基やアミノ基を有する天然物由来の多糖類は、地球上に豊富に
存在する生分解性材料であり、酵素や生化学、薬学、健康食品、医療材料、化粧品など多
岐に渡って研究されている。水に可溶であり、乾燥させるだけで容易に成形することが可
能である。
【０００５】
しかしながら、分子構造内にカルボキシル基やアミノ基を有する天然物由来の多糖類はも
ともと水溶性であるため、針状物体を成形した際に、吸湿による変形、長期保存時の劣化
、水性薬剤が塗布出来ない、におい等の問題があった。
【０００６】
分子構造内にカルボキシル基やアミノ基の塩を有する多糖類を乾燥固化した針状物体は、
水に溶解または膨潤しやすく、大気中でも吸湿してしまい、変形や変質の原因となってし
まう。特許文献２に記載の技術のように、キトサンフィルムを水含有親水性有機溶剤に浸
漬することで有機酸塩を除去する方法が知られている。しかし、キトサンのみならず分子
構造内にカルボキシル基やアミノ基を有する多糖類成形体を脱塩する際には、劣化やにお
いの発生を抑えて水性薬剤塗布を可能とするためには、９０％以上の脱塩が必要であるた
め、特許文献２に記載の技術では力不足であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－１５２１８０号公報
【特許文献２】特開平６－２５４３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、耐水性が良好であり、分子構造内に
カルボキシル基やアミノ基を有する多糖類を含む針状物体、およびその製造方法を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上記の課題を解決するため本発明の請求項１においては、微細な針で皮膚を穿刺する針状
物体であって、基板と、前記基板上に、複数配列された針状部分と、を備え、少なくとも
前記針状部分は、分子構造内にカルボキシル基および／またはアミノ基を持つ多糖類を含
むことを特徴とする針状物体、としたものである。
【００１０】
また、請求項２の発明は、前記多糖類はキトサン、アルギン酸、多糖類酸化体、およびそ
の誘導体を含む群より選ばれた少なくとも一つ以上の物質を含むことを特徴とする請求項
１に記載の針状物体、としたものである。
【００１１】
また、請求項３の発明は、前記キトサン、アルギン酸、多糖類酸化体、およびその誘導体
の塩を含む群より選ばれた少なくとも一つ以上の物質のカルボキシル基の９０％以上がCO
OH型および／またはアミノ基の９０％以上がNH2型であることを特徴とする請求項１また
は２に記載の針状物体、としたものである。
【００１２】
また、請求項４の発明は、請求項１～３のいずれかに記載の針状物体の製造方法であって
、前記多糖類を、水を含む溶媒に溶解させて多糖類溶液を作製する多糖類溶解段階と、前
記針状部分と同形状の凹部を有する凹型に前記多糖類溶液を流し込み、さらに乾燥固化す
る成形段階と、前記多糖類溶液が固化した多糖類成形体を前記凹型から剥離する剥離段階
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と、剥離した多糖類成形体を水含有親水性有機溶媒で脱塩する脱塩段階と、を有すること
を特徴とする針状物体の製造方法、としたものである。
【００１３】
また、請求項５の発明は、請求項１～３のいずれかに記載の針状物体の製造方法であって
、前記多糖類を、水を含む溶媒に溶解させて多糖類溶液を作製する多糖類溶解段階と、所
定形状の容器に所定量の前記多糖類溶液を注入する多糖類溶液注入段階と前記容器に注入
された前記多糖類溶液の表面に、複数配列された針状突起を有する凸型をいったん押し当
てた後に垂直に引き上げた状態で乾燥固化する成形段階と、前記多糖類溶液が固化した多
糖類成形体の針状部分の先端部分を切断して、前記凸型の針状突起から分離する分離段階
と、分離した多糖類成形体を水含有親水性有機溶媒で脱塩する脱塩段階と、を有すること
を特徴とする針状物体の製造方法、としたものである。
【００１４】
また、請求項６の発明は、前記脱塩工程において、酸またはアルカリを含む水含有親水性
有機溶媒で脱塩することを特徴とする請求項４または５のいずれかに記載の針状物体の製
造方法、としたものである。
 
【発明の効果】
【００１５】
本発明によれば、医療分野あるいは化粧品分野において有用で、天然由来の生体材料であ
るため人体への安全性が高く、水不溶性の多糖類針状物体を簡便な方法で安価に得ること
ができ、吸湿による変形や長期保存の際の劣化がなく、水性薬剤の塗布が可能で、におい
等の問題を改善することができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の針状物体を模式的に示した側面図。
【図２】本発明の針状物体の製造方法の第１実施形態を模式的に示した側断面図。
【図３】本発明の針状物体の製造方法の第２実施形態を模式的に示した側断面図。
【図４】本発明に用いるキトサンのFT－IRのスペクトルを示すグラフである。
【図５】本発明の実施例１の脱塩前のキトサン針状物体のFT－IRのスペクトルを示すグラ
フである。
【図６】本発明の実施例１の脱塩後のキトサン針状物体のFT－IRのスペクトルを示すグラ
フである。
【図７】本発明に用いるキトサンならびに本発明の実施例１の脱塩前後のキトサン針状物
体のH－NMRのスペクトルを示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
以下、本発明の詳細を説明する。
【００１８】
本発明の針状物体は、分子構造内にカルボキシル基やアミノ基を持つ多糖類からなり、こ
の針状物体を脱塩して耐水性を付与していることを特徴とする。分子構造内にカルボキシ
ル基やアミノ基を持つ多糖類からなる針状物体は、穿刺時に万が一皮膚内に残存した際に
も、生分解性を持つ材料であるため速やかに分解されるため、安全である。
【００１９】
天然多糖類の種類、由来などは特に限定されず、例えばキトサン、アルギン酸、ヒアルロ
ン酸、ペクチン、ヒドロキシメチルセルロース等を含む群より選ばれた少なくとも一つ以
上の物質を含む針状物体である。
【００２０】
ここで、針状物体の形状について説明する。図１は針状物体１の形状を模式的に表した側
面図である。平らな基板１２の片面側に微小な針状部分１１が複数配列されている。針状
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部分１１の形状は、円錐形状、多角錐形状、その他の適宜の形状を選択することが可能で
ある。針状部分１１の配列は適宜選択可能で、例えば、矩形格子配列、三角格子配列、六
角格子配列、同心円状の配列、１次元的な配列、その他の適宜の配列を選択すればよい。
また、基板１２の形状も矩形板状、円板状、楕円板状、その他の適宜の形状を選択可能で
ある。
【００２１】
次に、本発明の針状物体の製造方法の第１実施形態を、図２を参照しながら説明する。図
２（ａ）に示したように、凹型２０は、片面に複数配列された凹部２１を有している。凹
型２０を構成する物質は、例えば非水溶性高分子、金属、シリコン、ガラスなど、適宜の
ものを選択可能である。
【００２２】
針状物体の針状部分の型となる凹部２１の形状は、円錐形状、多角錐形状、その他の適宜
の形状を選択することが可能である。また、ヒトの表皮の厚さは７０μｍ～２００μｍの
範囲内にあるため、凹部２１の深さは３００μｍ以上とする。太さ２００μｍ以下の針に
は痛みを感じないことが知られているので、凹部２１の最大径は２００μｍ以下とする。
また、凹部２１の配列は適宜選択可能で、例えば、矩形格子配列、三角格子配列、六角格
子配列、同心円状の配列、１次元的な配列、その他の適宜の配列を選択すればよい。
【００２３】
前述の多糖類を水（酸性、アルカリ性、中性のいずれでもよい）を含む溶媒に、固形分濃
度が２０％以下になるように溶解させた多糖類溶液１５を、この凹型２０上に流し込む（
図２（ｂ）参照）。その後、周囲を真空引きすることにより凹部２１から脱気（脱泡）を
行ってもよい。多糖類溶液１５の固形分濃度を２０％以下とするのは、凹部２１への流入
時や、真空引きにより脱泡を行う際に、多糖類溶液１５にある程度の流動性があったほう
がよいからである。
【００２４】
次に、凹型２０上に多糖類溶液１５を載せた状態で乾燥固化を行う。このときの乾燥温度
は前記多糖類の分解温度よりも低温度に設定する。乾燥による収縮や多糖類の劣化等を考
慮し、水の沸点である１００度以下が好ましい。乾燥時間は設定された乾燥温度において
、溶媒中の水の蒸発による質量変化がなくなる時間より適宜決定する。この乾燥中に乾燥
炉内の水蒸気量を一定にするためにエアーを供給するなどしてもよい。
【００２５】
乾燥が完了すると多糖類溶液１５は固化して、多糖類成形体１６となるので、凹型２０か
ら剥離する（図２（ｃ）参照）。
【００２６】
本発明の脱塩工程において使用する親水性有機溶媒は特に限定はなく、例えばメチルアル
コール、エチルアルコール、プロピルアルコール、ブチルアルコール、アセトン、メチル
エチルケトン、酢酸メチル、酢酸エチル、ピリジン等を含む群より選ばれた少なくとも一
つの物質を含むものである。
【００２７】
また、親水性有機溶媒と水を混合して水含有親水性有機溶媒を作製する際に、親水性有機
溶媒に対し水の割合が多くなってしまうと脱塩時に多糖類成形体が溶解もしくは歪んでし
まう問題があるため、親水性有機溶剤に対する水の重量濃度は１～２０％以下が好ましい
。
【００２８】
さらに、この水含有親水性有機溶媒に酸を添加する場合、酸の種類には特に限定はなく、
例えば塩酸や硫酸、硝酸等、適宜の酸を少なくとも一つ選択すればよい。
【００２９】
または、この水含有親水性有機溶媒にアルカリを添加する場合、アルカリの種類には特に
限定はなく、例えば水酸化ナトリウムやアンモニア等、適宜のアルカリを少なくとも一つ
選択すればよい。
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【００３０】
酸またはアルカリを混合した水含有親水性有機溶媒を使用する場合、前記多糖類針状物体
に含まれるカルボキシル基やアミノ基に対して、水含有親水性有機溶媒中の水素イオンま
たは水酸化物イオンのモル量が１：１になるように混合することが好ましい。
【００３１】
酸またはアルカリを混合した水含有親水性有機溶媒を作製する際、まず酸またはアルカリ
を水に添加し、それを親水性有機溶剤に対して、重量濃度が１～２０％になるように加え
、水含有親水性有機溶剤とする。
【００３２】
脱塩工程においては、乾燥固化して得られた多糖類成形体１６を、水含有親水性有機溶剤
に浸漬することにより脱塩する。浸漬時間は、多糖類針状物体の脱塩が９０％以上になる
までとする。５時間未満の浸漬時間では脱塩の効果が確認できないため、５時間以上の浸
漬時間が好ましい。また、脱塩の際には水含有親水性有機溶剤の攪拌を行うことが好まし
い。
【００３３】
所定の浸漬時間が終了したら、水含有親水性有機溶剤から多糖類針状物体を取り出す。エ
アブローを施すなどして水含有親水性有機溶剤を大まかに除去して自然乾燥させてもよい
し、必要に応じて適宜の洗浄液で洗浄を行ってから、エアブローを施すなどして洗浄液を
大まかに除去して自然乾燥させてもよい。このようにして、本発明の第１実施形態の製造
方法により針状物体を得ることができる。
【００３４】
次に、本発明の針状物体の製造方法の第２実施形態を、図３を参照しながら説明する。図
３（ａ）に示したように、凸型３０は、片面に複数配列された凸部３１を有している。凸
型３０を構成する物質は、例えば非水溶性高分子、金属、シリコン、ガラスなど、適宜の
ものを選択可能である。
【００３５】
凸部３１の形状は、円錐形状、多角錐形状、その他の適宜の形状を選択することが可能で
ある。また、凸部３１の配列は適宜選択可能で、例えば、矩形格子配列、三角格子配列、
六角格子配列、同心円状の配列、１次元的な配列、その他の適宜の配列を選択すればよい
。
【００３６】
多糖類溶液１７は第１の実施形態と同様の手順で作製し、所定形状の容器４０に注入する
。容器４０に注入された多糖類溶液１７の表面に、真上から凸型３０を押し当てて少なく
とも凸部３１の先端を接触させた後（図３（ｂ）参照）、垂直に引き上げそのまま停止す
る。
【００３７】
このとき、凸部３１それぞれの先端には多糖類溶液１７が付着しておりそのまま垂直に引
き上げられているので、多糖類溶液１７表面からツノ状の突起１８が複数形成された状態
となる（図３（ｃ）参照）。この状態のまま、多糖類溶液１７を乾燥固化させる。
【００３８】
このツノ状の突起１８が、後に針状物体１の針状部分１１となる。ヒトの表皮の厚さは７
０μｍ～２００μｍの範囲内にあるため、このツノ状の突起１８の高さが３００μｍ以上
となるように凸型３０の停止位置を調製する。また、太さ２００μｍ以下の針には痛みを
感じないことが知られているので、ツノ状の突起１８の最大径は２００μｍ以下となるよ
うにする。
【００３９】
本実施形態においては、凸型３０を垂直に引き上げてツノ状の突起１８の形状を保持しな
がら乾燥固化させるため、多糖類溶液１７は、固形分濃度は２０％以上としておくことが
好ましい。
【００４０】
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乾燥固化の際の条件と手順は、第１実施形態と同様である。
乾燥が完了すると多糖類溶液１７は固化して多糖類成形体１９となるので、凸型３０の凸
部３１先端とツノ状の突起１８の先端を切り離し、さらに容器４０を外す。（図３（ｄ）
参照）。
【００４１】
脱塩工程の条件と手順は、第１実施形態と同様である。このようにして、本発明の第２実
施形態の製造方法により針状物体を得ることができる。
【００４２】
こうして得られる本発明の多糖類の針状物体は、脱塩処理によって耐水性を持ち、吸湿に
よる変形や長期保存する際の劣化が少なく、水性薬剤の塗布が可能で、におい等の問題が
改善された針状物体である。
【実施例１】
【００４３】
以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説明する。
実施例１では、アミノ基を持つ多糖類としてキトサンを用い、凹部を有する凹型により針
状物体を作製した。
【００４４】
０．１６ｇのキトサンに０．０６ｇの酢酸および１．７８ｇの精製水を加え、スターラー
を用いて攪拌し、溶解させた。不溶物はアスピレーターを用いて濾過し除去した。この溶
液を、針状部分の型となる凹部を有する凹型に流入し、アスピレーターと栓をした濾過鐘
を用いて脱気を行った。その後エアーを流しながら、８０℃のオーブン中で３時間加熱乾
燥したのち、凹型から剥離した。
【００４５】
重量濃度が１０％になるように水をアセトンに添加し、水含有アセトンとした。この水含
有アセトンに乾燥固化したキトサン酢酸塩成形体を浸漬させ１５時間放置し、その後水含
有アセトンから取り出し乾燥させることにより、キトサン針状物体を作製した。
【００４６】
KBr錠剤法により測定したキトサン原料のFT－IRスペクトルを図４に、脱塩前のFT－IRス
ペクトルを図５に、脱塩後のFT－IRスペクトルを図６に示す。またキトサン原料、脱塩前
、脱塩後の１H－NMRスペクトルを図７にそれぞれ示す。
【００４７】
図４～図６のFT－IRスペクトルから、１５時間脱塩することにより酢酸塩が減少している
ことが確認できた。また、図７の１H－NMRスペクトルからも３．２ｐｐｍのC４位のプロ
トン量を一定にした際に２．１ｐｐｍのメチル基のプロトン量が減少し、９９．７％が原
料と同じ状態に戻っていることが確認できた。
【実施例２】
【００４８】
実施例２では、アミノ基を持つ多糖類としてキトサンを用い、凸部を有する凸型により針
状物体を作製した。
【００４９】
０．４ｇのキトサンに０．１５ｇの酢酸および１．４５ｇの精製水を加え、スターラー上
にて攪拌して溶解させた。不溶物はアスピレーターを用いて濾過し除去した。この溶液を
平面部を有する容器内に展延した後、真上から凸部を有する凸型を押し当て、垂直に引き
上げてそのまま固定した。その後エアーを流しながら、８０度オーブン中で３時間加熱乾
燥したのち、ツノ状部分の先端部分を断裁した。
【００５０】
重量濃度が１０％になるように水をアセトンに添加し、水含有アセトンとした。この水含
有アセトンに乾燥固化したキトサン酢酸塩成形体を浸漬させ１５時間放置し、その後水含
有アセトンから取り出し乾燥させることにより、キトサン針状物体を作製した。
【実施例３】
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【００５１】
実施例３では、カルボン酸を持つ多糖類としてアルギン酸を用い、凹部を有する凹型によ
り針状物体を作製した。
【００５２】
０．１６ｇのアルギン酸ナトリウムに１．８４ｇの精製水を加え、スターラーを用いて攪
拌し、溶解させた。不溶物はアスピレーターを用いて濾過し除去した。この溶液を針状部
分の型となる凹部を有する凹型に流入し、アスピレーターと栓をした濾過鐘を用いて脱気
を行った。その後エアーを流しながら、８０度オーブン中で３時間加熱乾燥し、パターン
から剥離した。
【００５３】
水に塩酸を０．９ｍ　ｍｏｌ加え、その後、重量濃度が１０％になるようにアセトンに添
加し、塩酸含有アセトンとした。この塩酸含有アセトンに乾燥固化したアルギン酸ナトリ
ウム成形体を浸漬させ１５時間放置し、その後塩酸含有アセトンから取り出し乾燥させる
ことにより、アルギン酸針状物体を作製した。
【実施例４】
【００５４】
実施例４では、カルボン酸を持つ多糖類としてアルギン酸を用い、凸部を有する凸型によ
り針状物体を作製した。
【００５５】
０．４ｇのアルギン酸ナトリウムに１．６ｇの精製水を加え、スターラー上にて攪拌して
溶解させた。不溶物はアスピレーターを用いて濾過し除去した。この溶液を平面部を有す
る容器内に展延した後、真上から凸部を有する凸型を押し当て、垂直に引き上げてそのま
ま固定した。その後エアーを流しながら、８０度オーブン中で３時間加熱乾燥したのち、
ツノ状部分の先端部分を断裁した。
【００５６】
水に塩酸を２ｍ　ｍｏｌ加え、その後、重量濃度が１０％になるようにアセトンに添加し
、塩酸含有アセトンとした。この塩酸含有アセトンに乾燥固化したアルギン酸ナトリウム
成形体を浸漬させ１５時間放置し、その後塩酸含有アセトンから取り出し乾燥させること
により、アルギン酸針状物体を作製した。
【実施例５】
【００５７】
実施例５では、カルボン酸を持つ多糖類としてセルロースのC６位一級水酸基のみを選択
的に酸化したセロウロン酸を用い、凹部を有する凹型により針状物体を作製した。
【００５８】
０．１６ｇのセロウロン酸ナトリウムに１．８４ｇの精製水を加え、スターラーを用いて
攪拌し、溶解させた。不溶物はアスピレーターを用いて濾過し除去した。この溶液を針状
部分の型となる凹部を有する凹型に流入し、アスピレーターと栓をした濾過鐘を用いて脱
気を行った。その後エアーを流しながら、８０度オーブン中で３時間加熱乾燥し、パター
ンから剥離した。
【００５９】
水に塩酸を０．８ｍ　ｍｏｌ加え、その後、重量濃度が１０％になるようにアセトンに添
加し、塩酸含有アセトンとした。この塩酸含有アセトンに乾燥固化したセロウロン酸ナト
リウム成形体を浸漬させ１５時間放置し、その後塩酸含有アセトンから取り出し乾燥させ
ることにより、セロウロン酸針状物体を作製した。
【実施例６】
【００６０】
本実施例では、カルボン酸を持つ多糖類としてセルロースのC６位一級水酸基のみを選択
的に酸化したセロウロン酸を用い、凸部を有する凸型により針状物体を作製した。
【００６１】
０．４ｇのセロウロン酸ナトリウムに１．６ｇの精製水を加え、スターラー上にて攪拌し
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て溶解させた。不溶物はアスピレーターを用いて濾過し除去した。この溶液を平面部を有
する容器内に展延した後、真上から凸部を有する凸型を押し当て、垂直に引き上げてその
まま固定した。その後エアーを流しながら、８０度オーブン中で３時間加熱乾燥したのち
、ツノ状部分の先端部分を断裁した。
【００６２】
水に塩酸を２ｍ　ｍｏｌ加え、その後、重量濃度が１０％になるようにアセトンに添加し
、塩酸含有アセトンとした。この塩酸含有アセトンに乾燥固化したセロウロン酸ナトリウ
ム成形体を浸漬させ１５時間放置し、その後塩酸含有アセトンから取り出し乾燥させるこ
とにより、セロウロン酸針状物体を作製した。
【００６３】
以上の実施例１～６において作製した多糖類針状物体（脱塩後）と、その脱塩前の多糖類
成形体を、生理食塩水に1週間浸漬して溶解性を調べた結果を表１に示す。
【表１】

 
【００６４】
実施例１および２で作製したキトサン酢酸塩成形体（脱塩前）と、キトサン針状物体（脱
塩後）を生理食塩水に一週間浸漬したところ、キトサン酢酸塩成形体はいずれも溶解した
が、キトサン針状物体はいずれも不溶であり、脱塩により耐水性が向上していることが確
認できた。
【００６５】
実施例３および４で作製したアルギン酸ナトリウム成形体（脱塩前）と、アルギン酸針状
物体（脱塩後）を生理食塩水に一週間浸漬したところ、アルギン酸ナトリウム成形体はい
ずれも溶解したが、アルギン酸針状物体はいずれも不溶であり、脱塩により耐水性が向上
していることが確認できた。
【００６６】
実施例５および６で作製したセロウロン酸ナトリウム成形体（脱塩前）と、セロウロン酸
針状物体（脱塩後）を生理食塩水に一週間浸漬したところ、セロウロン酸ナトリウム成形
体はいずれも溶解したが、セロウロン酸針状物体はいずれも不溶であり、脱塩により耐水
性が向上していることが確認できた。
 
【符号の説明】
【００６７】
１・・・針状物体
１１・・針状部分
１２・・基板
１５、１７・・多糖類溶液
１６、１９・・多糖類成形体
１８・・ツノ状の突起
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２０・・凹型
２１・・凹部
３０・・凸型
３１・・凸部
４０・・多糖類溶液の容器

【図１】

【図２】

【図３】
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